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４
月
５
日
の
東
北
・
北
信
越
両

部
会
を
皮
切
り
に
開
か
れ
た
全
国

市
議
会
議
長
会
の
９
部
会
の
定
期

総
会
は
▽
北
海
道
部
会
�
５
月
２９

日（
紋
別
市
）▽
中
国
部
会
�
同
３０

日（
倉
吉
市
）▽
四
国
部
会
�
同
３１

日（
松
山
市
）▽
九
州
部
会
�
６
月

７
日（
長
崎
市
）▽
関
東
部
会
�
同

７
日（
水
戸
市
）―
―
の
開
催
を
も

っ
て
、
す
べ
て
終
了
し
た
。

総
会
で
は
、
開
催
地
の
市
議
会

議
長
や
市
長
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
の
ち
、
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
役
員
改
選
を
実
施
。
こ
の
結

果
、
新
会
長
に
は
▽
北
海
道
�
畑

瀬
幸
二
・
札
幌
市
議
長
▽
関
東
�

大
河
内
�
・
川
越
市
議
長
▽
中
国

�
山
口
博
敬
・
倉
吉
市
議
長
▽
四

国
�
宇
野
浩
・
松
山
市
議
長
▽
九

州
�
吉
原
孝
・
長
崎
市
議
長
―
―

が
選
任
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
各
県
（
北
海
道
部

会
で
は
支
部
）
か
ら
提
出
さ
れ
た

要
望
議
案
を
審
議
、
決
定
し
た
。

各
部
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
３

件
以
内
の
要
望
事
項
を
、
６
月
１９

日
に
開
催
さ
れ
る
本
会
第
８３
回
定

期
総
会
へ
提
出
す
る
。

「
各
部
会
提
出
議
案
」
と
な
っ

た
要
望
事
項
は
、
本
会
定
期
総
会

の
審
議
、
議
決
を
経
て
、
本
会
要

望
事
項
と
し
て
採
択
。
７
月
１２
日

に
開
催
さ
れ
る
理
事
会
で
、
地
方

行
政
委
員
会
な
ど
５
つ
の
委
員
会

に
付
託
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
、

各
委
員
会
で
は
要
望
書
を
作
成

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
内
閣
や

国
会
な
ど
関
係
方
面
へ
要
望
運
動

を
展
開
す
る
。

第
８
回
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
（
委
員
長
�
丹
羽
宇
一
郎
・

伊
藤
忠
商
事
会
長
）
が
６
月
５

日
、
東
京
・
自
転
車
会
館
で
開
か

れ
、
本
会
は
じ
め
地
方
六
団
体
の

代
表
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

会
議
で
は
５
月
３０
日
に
同
委
員

会
が
ま
と
め
た
「
地
方
分
権
改
革

推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考

え
方
―
地
方
が
主
役
の
国
づ
く
り

―
」
�
本
紙
１
６
５
４
号
参
照
�

に
対
す
る
六
団
体
各
代
表
者
の
意

見
が
求
め
ら
れ
た
。

本
会
か
ら
は
嶋
津
隆
之
・
会
長

代
行
（
根
室
市
議
会
議
長
）
が
出

席
し
、
「
条
例
制
定
権
の
拡
大
」

「
自
治
立
法
権
」
の
考
え
方
が
示

さ
れ
た
点
を
高
く
評
価
し
た
。

ま
た
、
現
行
制
度
下
の
「
地
方

議
会
の
権
能
」
に
関
す
る
問
題
点

を
提
起
。
地
方
議
会
へ
の
経
営
状

況
の
報
告
を
要
す
る
「
自
治
体
の

出
資
法
人
」
の
要
件
が
、
自
治
体

の
出
資
割
合
に
よ
り
制
限
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
法
令
上
の
問
題

点
を
指
摘
し
た
。

こ
の
ほ
か
六
団
体
側
か
ら
、
国

と
地
方
の
税
源
配
分
に
つ
い
て

「
早
期
に
５
対
５
と
い
う
数
値
目

標
を
掲
げ
、
具
体
的
な
検
討
に
入

っ
て
欲
し
い
」
と
要
請
し
た
。

委
員
会
で
は
今
後
、
六
団
体
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
つ

つ
、
秋
の
「
中
間
報
告
」
の
取
り

ま
と
め
に
向
け
、
更
に
議
論
を
深

め
て
い
く
と
し
て
い
る
。
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５５
部部
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がが
総総
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開開
くく

会
長
は
じ
め
新
役
員
を
選
任

委員会に出席する嶋津会長代行（左端）
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政
府
は
６
月
１１
日
、
全
閣
僚
で

構
成
す
る
「
地
方
分
権
改
革
推
進

本
部
（
本
部
長
�
安
倍
晋
三
・
内

閣
総
理
大
臣
）
」
の
初
会
合
を
首

相
官
邸
で
開
催
し
た
。

本
部
は
５
月
２９
日
の
閣
議
決
定

を
経
て
、
同
日
付
で
内
閣
に
設

置
。
「
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員

会
（
委
員
長
�
丹
羽
宇
一
郎
・
伊

藤
忠
商
事
会
長
）
」
が
取
り
組
む

「
第
二
期
分
権
改
革
推
進
」
の
議

論
に
対
す
る
支
援
を
行
う
。

会
合
で
は
安
倍
首
相
が
あ
い
さ

つ
の
中
で
、
分
権
改
革
に
つ
い
て

「
各
省
庁
の
利
害
に
と
ら
わ
れ

ず
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
ほ
し
い
」
と
全
閣
僚
に
指
示
。

政
府
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
方
分

権
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
姿
勢
を
強
調
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
合
で
は
、
５
月
３０

日
に
委
員
会
が
ま
と
め
た
「
地
方

分
権
改
革
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基

本
的
な
考
え
方
」
の
概
要
に
つ
い

て
、
丹
羽
委
員
長
か
ら
説
明
を
聴

取
し
た
。

こ
の「
基
本
的
な
考
え
方
」は
、

４
月
２
日
開
催
の
委
員
会
初
会
合

で
安
倍
首
相
か
ら
、
５
月
末
ま
で

に
ま
と
め
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
も

の
。
�
地
方
分
権
改
革
の
目
指
す

べ
き
方
向
性
�
地
方
分
権
改
革
推

進
の
た
め
の
基
本
原
則
�
調
査
審

議
の
方
針
�
政
府
及
び
地
方
自
治

体
に
望
む
こ
と
―
―
か
ら
な
り
、

�
で
は
本
部
に
対
し
、
「
委
員
会

の
勧
告
に
基
づ
い
た
改
革
関
連
施

策
の
確
実
な
実
施
」
を
求
め
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

委
員
会
で
は
今
後
、
こ
の
考
え

方
に
基
づ
き
議
論
を
深
め
、
秋
に

「
中
間
報
告
」を
取
り
ま
と
め
て
、

安
倍
首
相
へ
提
出
す
る
予
定
。

本
会
な
ど
地
方
六
団
体
は
６
月

５
日
、
地
方
分
権
推
進
連
盟
と
の

共
催
に
よ
り
、
東
京
・
憲
政
記
念

館
で
「
地
方
分
権
改
革
推
進
全
国

大
会
」
を
開
催
し
た
。
地
方
自
治

の
確
立
と
地
方
交
付
税
の
充
実
強

化
に
向
け
大
会
決
議
を
採
択
し

た
。大

会
に
は
、
全
国
か
ら
都
道
府

県
知
事
、
市
町
村
長
、
市
議
長
ら

地
方
自
治
体
関
係
者
約
３
０
０
人

が
参
集
。
来
賓
の
鈴
木
政
二
・
内

閣
官
房
副
長
官
、
菅
義
偉
・
総
務

・
地
方
分
権
改
革
担
当
大
臣
、
渡

辺
喜
美
・
道
州
制
・
行
政
改
革
担

当
大
臣
ら
国
会
議
員
約
２
０
０
人

が
出
席
し
た
。

本
会
の
嶋
津
隆
之
・
会
長
代
行

（
根
室
市
議
長
）
は
、
大
会
決
議

案
を
説
明
。
�
第
二
期
地
方
分
権

改
革
の
推
進
�
地
方
交
付
税
の
総

額
確
保
と
機
能
堅
持
�
地
方
税
源

の
充
実
確
保
と
偏
在
是
正
―
―
に

向
け
た
決
議
案
は
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。

大
会
終
了
後
、
六
団
体
の
各
代

表
、
参
加
者
は
決
議
の
実
現
を
求

め
、
政
府
・
与
党
な
ど
関
係
方
面

へ
要
望
運
動
を
行
っ
た
。

（
決
議
全
文
は
本
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

▼
議
長

▽
袖
ケ
浦

田
村
満
廣（
４
・
１９
）

▽
真
庭

池
田
文
治（
４
・
２３
）

▽
浦
添

大
城
永
一
郎（
４
・
２３
）

▽
東
金

斉
藤
利
男（
４
・
２６
）

▽
丸
亀

小
鹿
一
司（
４
・
２６
）

▽
諫
早

中
村
敏
治（
４
・
２６
）

▽
行
方

平
野
晋
一（
４
・
２７
）

▽
清
須

近
藤
敏
明（
５
・
１
）

▽
朝
倉

井
本
五
男（
５
・
１
）

▽
宇
佐

浜
永
義
機（
５
・
１
）

▽
さ
い
た
ま
青
羽
健
仁（
５
・
２
）

▽
太
宰
府

不
老
光
幸（
５
・
２
）

▽
宿
毛

宮
本
有
二（
５
・
７
）

▽
大
和

青
木
克
喜（
５
・
８
）

▽
沼
田

金
井
康
夫（
５
・
８
）

▽
桜
井

庵
前
政
光（
５
・
８
）

▽
合
志

佐
々
木
博
幸（
５
・
８
）

▽
滝
川

中
田

翼（
５
・
９
）

▽
鶴
ヶ
島
大
曽
根
英
明（
５
・
９
）

▽
大
府

近
藤
守
彦（
５
・
９
）

▽
多
治
見

森

寿
夫（
５
・
９
）

▽
関

山
田
菊
雄（
５
・
９
）

▽
土
岐

西
尾
�
久（
５
・
９
）

▽
大
東

山
元

学（
５
・
９
）

▽
大
和
高
田
朝
井
啓
祐（
５
・
９
）

▽
出
雲

今
岡
一
朗（
５
・
９
）

▽
善
通
寺

山
田
省
三（
５
・
９
）

▽
高
知

岡
�
洋
一
郎（
５
・
９
）

▽
室
戸

町
田
又
一（
５
・
９
）

▽
室
蘭

山
中
正
尚（
５
・
１０
）

▽
三
笠

�
橋

守（
５
・
１０
）

▽
白
河

十
文
字
忠
一（
５
・
１０
）

▽
喜
多
方

伊
藤
弘
明（
５
・
１０
）

▽
長
岡

五
井
文
雄（
５
・
１０
）

▽
砺
波

林

忠
男（
５
・
１０
）

▽
坂
井

岡
本
正
義（
５
・
１０
）

▽
駒
ヶ
根

竹
内
正
寛（
５
・
１０
）

▽
茅
野

吉
田
久
明（
５
・
１０
）

▽
伊
勢
原

石
川
節
治（
５
・
１０
）

▽
南
足
柄
上
野
ス
ズ
子（
５
・
１０
）

▽
那
須
塩
原
植
木
弘
行（
５
・
１０
）

▽
狭
山

吉
沢
永
次（
５
・
１０
）

▽
鴻
巣

石
井
忠
良（
５
・
１０
）

▽
藤
枝

内
藤
洋
介（
５
・
１０
）

▽
大
垣

津
汲

仁（
５
・
１０
）

▽
羽
島

加
藤
恒
夫（
５
・
１０
）

▽
山
県

村
橋
安
治（
５
・
１０
）

▽
小
野

松
本
英
昭（
５
・
１０
）

▽
大
和
郡
山
辻
本
八
郎（
５
・
１０
）

▽
赤
磐

黒
崎

明（
５
・
１０
）

▽
大
川

井
口
嘉
生（
５
・
１０
）

▽
別
府

山
本
一
成（
５
・
１０
）

▽
伊
達
（
北
海
道
）

小
泉
勇
一（
５
・
１１
）

▽
白
石

佐
藤
英
雄（
５
・
１１
）

▽
郡
山

宗
像
好
雄（
５
・
１１
）

▽
小
千
谷

吉
原
正
幸（
５
・
１１
）

▽
小
松

橋
本
康
容（
５
・
１１
）

▽
飯
田

上
澤
義
一（
５
・
１１
）

▽
横
須
賀

山
口
道
夫（
５
・
１１
）

▽
日
高

安
藤
重
男（
５
・
１１
）

▽
山
武

遠
藤
正
之（
５
・
１１
）

▽
安
城

山
本

允（
５
・
１１
）

▽
御
所

下
村
紘
一（
５
・
１１
）

▽
西
条

一
色
伸
二（
５
・
１１
）

▽
中
津

村
上

猛（
５
・
１１
）

▽
村
上

片
野
鉄
雄（
５
・
１４
）

▽
府
中
（
東
京
）

鈴
木
錦
治（
５
・
１４
）

▽
川
越

大
河
内

�（
５
・
１４
）

▽
橋
本

中
上
良
隆（
５
・
１４
）

▽
鹿
島

橋
爪

敏（
５
・
１４
）

▽
夕
張

加
藤
喜
和（
５
・
１５
）

▽
江
別

星

秀
雄（
５
・
１５
）

▽
仙
台

赤
間
次
彦（
５
・
１５
）

▽
寒
河
江

伊
藤
忠
男（
５
・
１５
）

▽
青
梅

須
崎

昭（
５
・
１５
）

▽
多
摩

藤
原
忠
彦（
５
・
１５
）

▽
台
東

木
下
悦
希（
５
・
１５
）

▽
綾
瀬

吉
川
重
夫（
５
・
１５
）

▽
都
留

藤
江
厚
夫（
５
・
１５
）

▼
副
議
長

▽
真
庭

福
井
茂
登
洋（
４
・
２３
）

▽
浦
添

宮
城
重
哲（
４
・
２３
）

▽
東
金

松
戸

進（
４
・
２６
）

▽
丸
亀

横
田
隼
人（
４
・
２６
）

▽
諫
早

水
田
寿
一（
４
・
２６
）

議

会

人

事

（
３
面
に
続
く
）

第第二二期期改改革革のの推推進進をを
六団体が全国大会開く

分分
権権
本本
部部
がが
初初
会会
合合

政
府
一
体
で
改
革
推
進

決議を説明する嶋津会長代行（根室市議長）
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発発
言言
取取
消消

発
言
を
行
っ
た
議
員
は
、
発
言

後
に
自
分
が
行
っ
た
発
言
の
中
に

不
穏
当
な
も
の
な
ど
、
取
り
消
し

た
方
が
適
当
と
思
わ
れ
る
発
言

（
以
下
、
不
穏
当
発
言
と
い
う
）

が
あ
っ
た
場
合
、
議
会
の
許
可
に

よ
り
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
可

能
で
す
。

議
員
の
発
言
が
不
穏
当
発
言
に

該
当
す
る
か
は
、
当
該
発
言
が
行

わ
れ
た
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
判
断
し
ま
す
。

発
言
の
取
消
が
で
き
る
の
は
、

当
該
発
言
が
行
わ
れ
た
会
期
中
の

み
可
能
で
す
。
例
え
ば
、
６
月
定

例
会
の
会
期
中
に
行
っ
た
発
言
が

不
穏
当
で
あ
っ
た
こ
と
に
閉
会
後

に
気
付
い
た
た
め
、
こ
れ
を
９
月

定
例
会
で
取
り
消
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
会
期
末

に
お
け
る
発
言
に
つ
い
て
は
、
注

意
が
必
要
で
す
。

発
言
の
取
消
は
、
不
穏
当
発
言

を
行
っ
た
議
員
本
人
か
ら
の
申
し

出
に
基
づ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。

ま
た
、
地
方
自
治
法
は
議
場
の
秩

序
維
持
の
た
め
、
議
長
の
発
言
取

消
を
命
じ
る
権
限
を
規
定
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
議
長
の
発
言
取

消
の
命
令
は
、
あ
く
ま
で
不
穏
当

発
言
を
行
っ
た
議
員
に
発
言
を
取

り
消
す
よ
う
に
命
令
す
る
だ
け

で
、
発
言
取
消
の
命
令
を
受
け
た

議
員
が
発
言
取
消
の
申
し
出
を
行

い
、
こ
れ
が
議
会
で
許
可
さ
れ
な

い
限
り
発
言
が
取
り
消
さ
れ
た
こ

と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
標
準
市
議
会

会
議
規
則
で
は
、
議
長
の
発
言
取

消
命
令
の
対
象
と
な
っ
た
議
員
の

不
穏
当
発
言
に
つ
い
て
は
配
布
用

の
会
議
録
に
掲
載
し
な
い
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
お
り
、
配
布
用
の
会

議
録
で
は
発
言
取
消
が
行
わ
れ
た

の
と
同
じ
状
態
と
な
り
ま
す
。

議
長
が
行
う
発
言
の
取
消
命
令

は
、
議
長
が
議
員
の
発
言
が
不
穏

当
発
言
に
該
当
す
る
と
認
め
た
場

合
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
直
ち
に
判

断
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合

は
、
発
言
取
消
の
留
保
宣
告
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
議
長
が
後
刻
会
議
の
速
記
等

を
調
査
の
う
え
措
置
す
る
旨
の
宣

告
を
行
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
、

最
終
的
に
議
長
が
不
穏
当
発
言
で

あ
る
と
判
断
す
れ
ば
、
該
当
す
る

部
分
の
発
言
は
、
先
に
述
べ
た
議

長
の
発
言
取
消
の
命
令
と
同
様

に
、
配
布
用
の
会
議
録
に
掲
載
し

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
他
の
議
員
か
ら
発

言
取
消
を
求
め
る
動
議
が
提
出
さ

れ
、
こ
れ
を
議
会
で
可
決
し
て
も

議
長
の
発
言
取
消
の
命
令
と
同
様

に
、
発
言
が
取
り
消
さ
れ
た
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
議
長
の

発
言
取
消
の
命
令
と
違
い
、
発
言

の
取
消
を
求
め
る
動
議
の
対
象
と

な
っ
た
議
員
の
不
穏
当
発
言
が
配

布
用
の
会
議
録
に
掲
載
さ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
全
国
市
議
会
議
長
会

法
制
担

当
・
本
橋
謙
治
）

※
「
議
会
入
門
」
の
掲
載
は
今
号

で
終
わ
り
ま
す
。

【
参
考
文
献
一
覧
】

議
会
運
営
の
実
際
（
自
治
日
報

社
）、
逐
条
地
方
自
治
法
（
学
陽

書
房
）、
地
方
自
治
関
係
実
例
判

例
集
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）

本
会
で
は
、
議
会
の
ル
ー
ル
を

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
入
門
書

「
地
方
議
会
議
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
刊
行
し
、
６
月
１５
日
付
で
全
国

の
市
議
会
事
務
局
へ
１
部
無
料
で

送
付
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
ご
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
書
を
別
途
、
購
入
希
望
の
場

合
は
�
ぎ
ょ
う
せ
い（
�
０
３
―

５

３
４
９
―

６
６
６
３
）ま
で
。
Ａ
５

判
・
定
価
１
８
０
０
円（
税
込
）

▽
行
方

成
嶌
常
松（
４
・
２７
）

▽
清
須

�
橋

伝（
５
・
１
）

▽
朝
倉

佐
渡
嶋
克
己（
５
・
１
）

▽
宇
佐

河
野
征
夫（
５
・
１
）

▽
さ
い
た
ま日

浦
田

明（
５
・
２
）

▽
太
宰
府

福
廣
和
美（
５
・
２
）

▽
宿
毛

寺
田
公
一（
５
・
７
）

▽
相
馬

佐
藤

満（
５
・
８
）

▽
大
和

大
波
修
二（
５
・
８
）

▽
沼
田

井
田
孝
一（
５
・
８
）

▽
桜
井

東
山
利
克（
５
・
８
）

▽
合
志

丸
内
三
千
代（
５
・
８
）

▽
滝
川

水
口
典
一（
５
・
９
）

▽
鶴
ヶ
島

漆
畑
和
司（
５
・
９
）

▽
大
府

深
谷
直
史（
５
・
９
）

▽
多
治
見

岡
田
智
彦（
５
・
９
）

▽
関

佐
藤
善
一（
５
・
９
）

▽
土
岐

布
施
素
子（
５
・
９
）

▽
大
東

千
秋
昌
弘（
５
・
９
）

▽
大
和
高
田
泉
尾
安
廣（
５
・
９
）

▽
出
雲

宮
本

享（
５
・
９
）

▽
善
通
寺

氏
家
寿
士（
５
・
９
）

▽
高
知

浜
田

拓（
５
・
９
）

▽
室
戸

山
下
浩
平（
５
・
９
）

▽
室
蘭

大
場
博
海（
５
・
１０
）

▽
三
笠

丸
山
修
一（
５
・
１０
）

▽
白
河

佐
川
庄
重
郎（
５
・
１０
）

▽
喜
多
方

佐
藤
昭
大（
５
・
１０
）

▽
長
岡

山
田
保
一
郎（
５
・
１０
）

▽
砺
波

山
田
幸
夫（
５
・
１０
）

▽
坂
井

川
畑
孝
治（
５
・
１０
）

▽
駒
ヶ
根

木
下
力
男（
５
・
１０
）

▽
茅
野

�
澤
源
太
郎（
５
・
１０
）

▽
伊
勢
原

前
澤
良
二（
５
・
１０
）

▽
南
足
柄

湯
川
素
子（
５
・
１０
）

▽
那
須
塩
原
菊
地
弘
明（
５
・
１０
）

▽
狭
山

伊
藤

彰（
５
・
１０
）

▽
鴻
巣

織
田
京
子（
５
・
１０
）

▽
藤
枝

池
田

博（
５
・
１０
）

▽
大
垣

岡
本
敏
美（
５
・
１０
）

▽
羽
島

安
井
善
保（
５
・
１０
）

▽
山
県

藤
根
圓
六（
５
・
１０
）

▽
小
野

川
名
善
三（
５
・
１０
）

▽
御
所

村
上
豊
一（
５
・
１０
）

▽
赤
磐

羽
原

章（
５
・
１０
）

▽
大
川

川
野
栄
美
子（
５
・
１０
）

▽
別
府

黒
木
愛
一
郎（
５
・
１０
）

▽
伊
達
（
北
海
道
）

舘
市
弘
太（
５
・
１１
）

▽
白
石

小
川
正
人（
５
・
１１
）

▽
郡
山

橋
本
武
治（
５
・
１１
）

▽
小
千
谷

大
平

貢（
５
・
１１
）

▽
飯
田

矢
澤
芳
文（
５
・
１１
）

▽
横
須
賀

嶋
田

晃（
５
・
１１
）

▽
日
高

橋
本
利
弘（
５
・
１１
）

▽
山
武

加
藤
忠
勝（
５
・
１１
）

▽
安
城

深
津
忠
男（
５
・
１１
）

▽
高
山

橋
本
正
彦（
５
・
１１
）

▽
笠
岡

井
口
和
光（
５
・
１１
）

▽
西
条

楠

學（
５
・
１１
）

▽
中
津

嶋
澤
司
郎（
５
・
１１
）

▽
枕
崎

俵
積
田
義
信（
５
・
１１
）

▽
美
作

新
免
昌
和（
５
・
１２
）

▽
村
上

滝
沢
武
司（
５
・
１４
）

▽
佐
久

細
谷
繁
夫（
５
・
１４
）

▽
府
中
（
東
京
）

池
田
茂
二（
５
・
１４
）

▽
川
越

清
水
京
子（
５
・
１４
）

▽
橋
本

上
久
保

修（
５
・
１４
）

▽
鹿
島

中
村
雄
一
郎（
５
・
１４
）

▽
多
久

牛
島
和
廣（
５
・
１４
）

▽
夕
張

高
橋
一
太（
５
・
１５
）

▽
江
別

鈴
木
真
由
美（
５
・
１５
）

▽
仙
台

佐
藤
嘉
郎（
５
・
１５
）

▽
寒
河
江

石
川
忠
義（
５
・
１５
）

▽
青
梅

星
野
恵
美
子（
５
・
１５
）

▽
多
摩

安
藤
邦
彦（
５
・
１５
）

▽
台
東

太
田
雅
久（
５
・
１５
）

▽
綾
瀬

出
口
け
い
子（
５
・
１５
）

▽
都
留

水
岸
富
美
男（
５
・
１５
）

▼
事
務
局
長

▽
室
蘭

木
村
晴
夫（
４
・
１
）

▽
三
笠

北
山
一
幸（
４
・
１
）

▽
伊
達
（
北
海
道
）

氏
家
幹
男（
４
・
１
）

▽
相
馬

齋
藤
充
世（
４
・
１
）

▽
飯
田

中
井
洋
一（
４
・
１
）

▽
佐
久

市
川
隆
利（
４
・
１
）

▽
安
城

柴
田
昭
三（
４
・
１
）

▽
清
須

大
脇
正
博（
４
・
１
）

▽
多
治
見

服
部
知
明（
４
・
１
）

▽
土
岐

浜
島
知
典（
４
・
１
）

▽
大
和
高
田
小
林
孝
之（
４
・
１
）

▽
御
所

泉
井
久
典（
４
・
１
）

▽
笠
岡

藤
井
裕
治（
４
・
１
）

▽
高
知

川
田
隆
生（
４
・
１
）

▽
鹿
島

森
田
利
明（
４
・
１
）

▽
宿
毛

夕
部
政
明（
４
・
１
）

▽
木
津
川

森
岡
武
司（
４
・
２２
）

お
知
ら
せ

本
紙
６
月
２５
日
付
第
１

６
５
６
号
は
、
第
１
６
５

７
号
と
併
せ
、
７
月
５
日

付
第
１
６
５
６
・
５
７
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

―８―
（終）

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門

（３） 平成１９年６月１５日 第１６５５号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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東
大
和
市（
東
京
都
）

◆
川
柳
で
市
民
も

男
女
共
同
参
画
へ

美
濃
市（
岐
阜
県
）

◆
小
学
生
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
交
流
事
業

第第
５５
章章

男男
女女
共共
同同
参参
画画

東
大
和
市
で
は
平
成
１３
年
３
月

に
「
東
大
和
市
男
女
共
同
参
画
計

画
」
を
策
定
し
、
こ
の
計
画
に
基

づ
く
各
種
施
策
の
推
進
に
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
１７
年
３
月
に
は

「
東
大
和
市
男
女
平
等
を
基
本
と

し
た
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」を
施
行
。市
民
や
事
業

者
と
一
体
で
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
な
か
１７
年
度
か
ら
、
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
や
事
業

者
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
広
報

啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
「
男
女

共
同
参
画
川
柳
」
を
市
民
か
ら
募

集
し
て
い
ま
す
。
応
募
資
格
は
、

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

た
ち
。
応
募
者
は
、
日
常
生
活
の

中
で
感
じ
た
「
男
女
差
別
」
「
男

女
平
等
」
等
に
関
す
る
思
い
を
川

柳
に
託
し
、
投
稿
し
ま
す
。

１
回
目
と
な
る
１７
年
度
の
募
集

で
は
、
７２
人
が
応
募
。
個
性
豊
か

な
１
６
５
点
に
も
及
ぶ
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
２
回
目

と
な
る
１８
年
度
の
募
集
で
は
、
１

１
８
人
が
応
募
。
前
年
度
を
大
幅

に
上
回
る
２
５
８
点
も
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

応
募
作
品
は
市
が
設
置
し
た
川

柳
選
考
委
員
会
で
厳
正
な
選
考
を

行
い
、
最
優
秀
賞
１
点
、優
秀
賞

１
点
、
努
力
賞
３
点
を
決
定
し
ま

す
。
入
賞
作
品
は
「
東
大
和
市
男

女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
発

表
さ
れ
る
ほ
か
、
市
が
作
成
す
る

メ
モ
帳
に
刷
り
込
ま
れ
、
市
公
共

施
設
や
行
事
の
会
場
で
市
民
に
配

布
し
、
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

東
大
和
市
で
は
現
在
、
３
回
目

と
な
る
川
柳
の
応
募
を
１０
月
３１
日

ま
で
の
期
間
で
受
け
付
け
て
お

り
、
従
前
に
も
増
し
た
市
民
の
反

響
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
「
施
策
集
」
９５
ペ
ー
ジ
掲
載
）

第第
６６
章章

教教

育育

美
濃
市
で
は
、
姉
妹
都
市
と
し

し

ほ
ろ

て
提
携
し
て
い
る
北
海
道
士
幌
町

と
、平
成
６
年
度
か
ら「
美
濃
市
・

士
幌
町
小
学
生
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

交
流
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
�
士
幌
町
訪
問
事

業
�
士
幌
町
か
ら
の
訪
問
団
歓
迎

事
業
―
―
の
２
つ
を
柱
と
し
て
、

両
自
治
体
の
友
好
を
深
め
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
明
治

の
頃
の
北
海
道
開
拓
時
代
に
、
美

濃
市
か
ら
士
幌
町
へ
渡
っ
た
入
植

者
が
、
同
町
の
開
拓
を
始
め
た
こ

と
を
縁
と
し
て
交
流
が
は
じ
ま
っ

て
い
ま
す
。

「
士
幌
町
訪
問
事
業
」
で
は
、

市
内
の
小
学
６
年
生
の
児
童
か
ら

参
加
を
募
り
、
原
則
と
し
て
希
望

者
全
員
を
派
遣
し
ま
す
。
現
地
で

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
大
規
模
農
業

な
ど
の
体
験
的
活
動
を
通
じ
、
児

童
は
士
幌
町
の
歴
史
や
人
々
の
生

活
、
文
化
、
産
業
等
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
き
ま

す
。１８

年
度
は
、
８
月
１９
日

か
ら
２４
日
に
か
け
実
施
。

美
濃
市
か
ら
、
１
６
７
人

の
児
童
が
士
幌
町
を
訪
問

し
ま
し
た
。
現
地
で
は
地

元
の
高
校
生
か
ら
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
掘
り
や
バ
タ
ー
作

り
を
教
え
て
も
ら
い
、
手

作
り
の
ジ
ャ
ガ
バ
タ
ー
を

堪
能
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
牧
場
見
学
、
乗
馬
、
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
な
ど
を

体
験
し
、
士
幌
町
の
人
々

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
訪
問
に
先

だ
ち
、
８
月
４
日
か
ら
７

日
に
か
け
て
「
士
幌
町
か

ら
の
訪
問
団
歓
迎
事
業
」

も
実
施
。
同
町
か
ら
小
学

６
年
生
の
児
童
５１
人
が
、

美
濃
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

士
幌
町
の
児
童
た
ち

は
、
「
美
濃
和
紙
の
里
会

館
」
で
「
和
紙
す
き
」
に
挑
戦
し
、

自
分
た
ち
の
卒
業
証
書
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
川
遊
び
な

ど
を
楽
し
み
、
市
内
で
の
２
泊
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
た
の

ち
、
北
海
道
へ
の
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。

児
童
た
ち
は
こ
の
交
流
活
動
を

通
し
て
、
お
互
い
の
住
む
土
地
の

歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
住

む
ま
ち
の
よ
さ
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

美
濃
市
で
は
、
両
自
治
体
の
交

流
が
一
層
深
ま
る
よ
う
、
今
後
も

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

（「
施
策
集
」１
３
７
ペ
ー
ジ
掲
載
）

平成１９年度版

全全
国国
都都
市市
のの
特特
色色
ああ
るる
施施
策策
集集

―本会編集―

〈４〉

〜
く
ら
し

ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
〜
か
ら
紹
介

「
平
成
１９
年
度
版
全
国
都
市

の
特
色
あ
る
施
策
集
」
は
、
４

月
２５
日
付
で
全
国
の
市
議
会
事

務
局
宛
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

最最
優優
秀秀
賞賞
（
第
二
中
学
校
３
年
生
）

「
男
だ
ろ
�
」

時
代
お
く
れ
を

ま
た
発

見優優
秀秀
賞賞
（
上
北
台
在
住
）

参
画
に

資
格
は
い
ら
ぬ

互
角
で
す

努努
力力
賞賞
（
狭
山
在
住
）

育
休
で

男
を
上
げ
て

さ
あ
復
職

努努
力力
賞賞
（
芋
窪
在
住
）

平
等
を

力
説
し
な
が
ら

妻
け
な
す

努努
力力
賞賞
（
第
二
中
学
校
３
年
生
）

初
登
校

ぼ
く
の
手
提
げ
は

パ
パ
の
作

和紙すきを体験する士幌町の児童

�
平
成
１８
年
度
入
賞
作
品

牧
場
を
見
学
す
る
美
濃
市
の
児
童
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